
２０２０東京オリンピックでの、川井姉妹の金メダルに沸いた２０２１年も残り１ヶ

月となり、長いと思っていた２学期ももうすぐ終わろうとしています。新型コロナウイ

ルス感染症の状況も今のところ安定したおり、厳しい規制も少しずつ緩和されつつあり

ます。しかし、学校では油断することなく、拡大防止策にしっかりと取り組んでいきま

すので、引き続きご家庭でもご協力をお願いします。 

さて、長かった２学期の間に子どもたち一人一人には、必ず成長したり頑張ったりし

たことがあります。ひょっとしたら周りの大人は気付いていないかもしれません。子ど

もの姿をよく見つめ、よさや小さな伸びに気付き、褒めて認めてあげることで自信につ

なげられればと思います。特に根気よく、継続して取り組んでできたこと、我慢して成

しえたことは大いに褒めてあげたいものです。それが自信となり、新しいやる気につな

がっていくことでしょう。 

学期末、年の瀬は何かと気ぜわしく、慌しく過ぎてしまいがちですが、２学期のまと

めや振り返りがしっかりとできるよう、職員一同力を合わせて頑張りますので、今後も

ご支援とご協力をよろしくお願いします。 

体調管理に気をつけて、この冬を元気に乗り切られることをお祈りします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

のびる太白台 
校訓：進取 誠実 敬愛 ～よりよく学び 心豊かに たくましく～ 

津幡町立太白台小学校 

学 校 だ よ り 

１ ２ 月 号 

Ｒ ３ . 1 1 . 2 9 

１１月 ３日（水） 

大会スローガン：みんなの思い たすきに乗せて 走り抜け 
（金沢市立杜の里小学校女子チーム作） 

     １走    ２走    ３走    ４走    ５走    記録会 

男子  太田奏丞  西花珠李  東  迅  東  蓮  木下希羅   ―― 

 

女子  松本千奈  山村唯涼  有馬永真  中川和奏  髙倉夢羽  山本夢叶   

 

天候にも恵まれ、上記駅伝大会が金沢市の西部緑地公園陸上競技場で開催されました。昨年度

は地区予選会にはエントリーしたのですが、残念ながら予選突破ができず県大会には出場できま

せんでした。しかし、今年度は出場枠の拡大もあって、男女とも県大会で元気に走ることがてき

ました。 

特に女子は、５年生が多いチームながら駅伝１２位（記録は２９分４１秒）、１走の６年松本

千奈さんは区間６位（５分３２秒）という成績を残しました。また、男子も、最後まで力の限り

走りました。 

短い期間の練習でしたが、個人、チームともに成長しました。また、全員が緊張感と達成感を

味わえたすばらしい大会になりました。このすばらしい体験を来年の５、６年生に一人でも多く

味わってほしいです。 

保護者の皆様、応援やサポート、ありがとうございました。                                                  

       
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全校合唱（３～６年 

生が体育館で合唱） 

「ふたつの海」 

中学年 音楽物語 

  「一つの花」 

高学年二部合唱 

「虹を渡って」「Ｃａｎ ｄｏ」 

「未来へ届け」 

低学年 音楽物語 

  「くじらぐも」 

 

 

今年の音楽集会も、昨年度と同様に向き合って聴き合う場や、クロームブックを使っての生配

信等、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策をとりながらの開催となりました。平日での開催、

一家族２名以内の参観という条件付きではありましたが、お忙しい中、保護者の皆様に足を運ん

でいただき、ハーモニーの響きや心の広がりを感じていただくことができました。ありがとうご

ざいました。 

歌詞の思いを伝えることを意識して練習してきたからこそ、たくさんの人達の心を動かすこと

ができたのだと感じています。また、自分自身の心が動くことを経験できたのではないでしょう

か。６年生は卒業に向け、一段高い意識をもってこれからの学校生活を送ろうとしていることが

振り返りに現れていました。 

また、保護者の皆様には、鑑賞のマナーを守っていただき重ねて感謝申し上げます。 

ひびかそうハーモニーの輪 広げよう心の和 
～ 心 を 開 い て  心 を 合 わ せ て  心 を 伝 え て ～音楽集会           

１１月 ５日（金） 

５年土砂災害出前講座 
１１月１７日（水） 

 

  県庁砂防課の担当

者を講師に迎え、土

砂災害について考え

る出前授業が５年生

対象にありました。 

５年社会科の学習内

容に「自然災害を防 

ぐ」という単元があり、その内容に関した学習

活動でした。 

津幡町が出している洪水ハザードマップに

は、校区内に「土砂災害特別警戒区域」「土砂

災害警戒区域」があることが示されています。

限られた特定の区域ではありますが、それだけ

でなく、いつ起こるか分からない災害には、十

分注意して生活する必要があることを学びま

した。 

学校保健委員会（５・６年生対象） 
１１月 ２日（火） 

 

  学校保健委員会報

告でもお知らせしま

したが、テーマを眠

りについてと設定し

た学校保健委員会が

開催されました。 

児童保健委員会の発表や睡眠健康指導士の

國井 修先生の講話があり、睡眠について具体

的なデータを交えてお話していただきました。 

将棋の藤井さん、大リーグの大谷選手等の実

例をお聞きする中で、ぐっすり眠ることの大

切さを実感することができました。「ぐっす

り寝る子は育つ」に間違いはありません。 

子どもたちからの中身の濃い質問もあり、

自分のこととして捉えることができていた

ように感じました。 



４年子ども郷土史講座 １１月２５日（木） 
 

 ４年社会科の学習内容に「残したいもの 伝えたいもの」という 

単元があり、身近な地域を見直そうという学習活動に関連して設定 

された講座です。 

新聞やテレビ等で紹介されていて、ご存じの方も多いのではない 

かと思いますが、平成２６年から活動されている「河合谷地区振興 

会」の皆さんに来ていただき、禁酒により小学校を建設した紙芝居 

を観せていただきました。 

 大正時代に、小学校の改築費用を捻出するため、村中で禁酒をし５年間飲んだつもり貯金をする

ことで、河合谷小学校が完成したそうです。多くの保護者の方は、このお話を聞かれたことがある 

と思いますが、ほとんどの子どもたちは初めて見聞きすることだったようです。昔の村人の、教育

にかけた辛抱、努力、情熱が伝わったことでしょう。 

 

５年太白の森プロジェクト◇遊具等の制作・設置◇  １１月１９日（金） 

 

 天候の関係で延期になっていた、 

                            「５年生太白の森プロジェクト」の

遊具等の制作・設置が、河北郡林業

研究会のご協力でいよいよ実現しま

した。                                              

                             木の伐採や竹の切り出しはプロの

方にお任せし、竹の運び出しや竹の

枝落とし、丸太の固定などの作業を 

子どもたちが担当し、研究会の方や教職員と一緒に汗を流して完成させました。 

  

 

 

１．タブレットの使用制限時間の設定について 

 タブレットについては、効果的に使用できるかを検討しながら、学校内での授業等 

で使用しているところです。校内では、研修会等を開催しながら、よりよい活用に向 

け検討を重ねているところです。 

 そのような状況の中で、今後、家に持ち帰ることも視野に入れながら、使用制限時 

間帯を設けることを、町で統一して決定しました。下記の通りとなりますので、ご理 

解、ご了承いただくようお願いします。 

 〇制限される時間帯〇 

・小学校   ２１：３０ ～ 翌６：００   

         ・中学校   ２３：００ ～ 翌５：００ 
 

 

２．「新型コロナウイルス感染症による小学校休業等対応助成金・支援金」について 

厚生労働省が、標記の助成金・支援金に関する制度を再開したとの連絡がありました。

令和３年８月１日から同年１２月末までの休暇を対象としての再開とのことです。また、

「小学校休業等対応助成金に関する特別相談窓口」も設置したそうです。 

詳しくは、厚生労働省ホームページをご参照ください。 


